
CKDと薬の安全［おもて］薬物療法
知識・知恵
―

体の中に入った薬が消える経路（排泄・代謝）はおもに2種類です。

腎臓が弱っていると
薬でダメージを受けやすい

腎臓で排泄
される場合

肝臓で代謝
される場合

代謝物

肝臓で代謝（分解）された
ものと、代謝されていない
状態の薬が、尿や便など
から排泄される

腎臓が弱っていると、体の
中から薬が消えにくくなる

肝臓が弱っていると、体の
中から薬が消えにくくなる

代謝されていない状態の
薬が、尿から排泄される

残った薬が過剰な効果を発揮して、腎臓を傷つけてしまう

残った薬が過剰な効果を発揮して、
肝臓を傷つけてしまう

さ う
避けた方がよい薬、気をつけた方がよい薬は、
市販薬（OTC医薬品）、医師が処方箋を出して薬剤師に調剤してもらう薬（処
方薬、医療用医薬品）ともにいろいろあるよ。自分で買える非ステロイド性
抗炎症薬（NSAIDs）と呼ばれる解熱鎮痛薬には、特に気をつけよう。

体の中に取り込まれた
（吸収）薬は、血流に乗っ
て体を巡り（分布）、患
部で効果を発揮するよ。

はり薬、ぬり薬や注
射薬も途中から同
じ経路をたどるよ。

薬の副作用で
腎臓の機能が障害される
ことを薬剤性腎障害と

言うんだよ

重大な
副作用だ !
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薬物療法
知識・知恵
―

CKDと薬の安全［うら］

薬での治療を安全に続けるために

こちらも
チェック!

食事が摂れないシックデイには
速やかに医療機関を受診

風邪などの感染症で体調を崩し、食事を摂
れない体調の悪い日（シックデイ）には、降
圧薬や血糖降下薬に特に注意しましょう。薬
の中止は医療機関で判断します。

処方箋も、市販薬の相談も、
「かかりつけ薬剤師・薬局」に

かかりつけ薬剤師・薬局は、あなたのことを
よく知る薬のパートナーです。処方箋での薬
以外にも、市販薬（OTC医薬品）選びの相
談にも乗ってもらいましょう。

薬を使って異常を感じたら
すぐにかかりつけの専門家に相談

「何という薬を」「どのくらいの量・期間使用
しているか」「どのような症状が出たか」を伝
えましょう。医師から処方された薬で異常を
感じた場合、急にやめると治療中の病気を悪
化させてしまうことがあります。自己判断で
やめたりせず、必ず医師に相談してください。

直近（2・3回程度）の検査値は
肌身離さず持ち歩きましょう

病気の情報だけでなく、直近の検査値もある
と、あなたの状態をより正確に伝えることが
でき、さらに安心につながります。

慢性腎臓病（CKD）の方や高齢の方などは、薬をたくさ
ん使っている分、副作用はもちろん、薬や食品の良くな
い組み合わせでの相互作用の心配が出てきます。
それを防止するためにも、かかりつけ薬剤師による一元
管理、お薬手帳を効果的かつ最大限に利用しましょう。

お薬手帳

電子版
お薬手帳

「CKDとお薬手帳」 「かかりつけ薬剤師・薬局」

私は
CKDです

発熱
嘔吐や
下痢

水や食事が
十分に摂れない
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